
 
本を手にとってみよう！ 

薬学部医療栄養学科 教授・図書館選書委員  真野 博 

 

 学生時代に、また社会人になってからも、「教科書」以外の様々なジャンルの本を手にしてほしい。 

 本には、十分な量と質の情報がある。これらは、インターネット検索のみでは得られない。本にある情報は、わた

したちの先輩の貴重な経験といえる。本を読むことで、自分が経験したことない経験を疑似体験できる。小説はそも

そもが架空の舞台であるが、それにしても著者のメッセージを読み解くことで実際には経験できないだろう貴重な体

験ができる。一方、私が今回紹介したい本は、著者の実際の経験や伝聞に基づいた本である。 

１ 「二重らせん」ジェームズ・D・ワトソン（著）中村桂子、江上不二夫（翻訳） 1階文庫本コーナー 408//B59//1792 

 この本は、理系の大学生には必ず読んでもらいたい。私自身は、大学１年生の春に初めて読んだ。また、大学院生

時代にも所々読み返した。DNAの立体構造を解明する過程で、生命科学者のワトソン博士が、研究上のライバルのポ

ーリング博士との激しい競争を繰り返す場面や同僚の研究者等との微妙な関係が綴られている。私自身も大学院生時

代に、海外のグループと研究が競争になり、この本の内容を実感しながらワクワクしながら実験を行なっていた。競

争社会で「やる気」を起こさせてくれる本である。 

２ 「忘れられた日本人」宮本常一（著） 学士力支援図書コーナー(1F)  380.8//Mi77//10 

 この本は、全ての学生に読んでもらいたい。昭和の初めに日本全国を歩いた民俗学者の宮本先生（私の恩師の恩師

でもある）が、黙々と生きた普通の日本人から見聞した彼らの生活の歴史をまとめた本である。重機のない時代、一

世代では達成できない大規模土木工事を住民の手で行なっている。たとえば、潮の干満を利用しながら海底の石を移

動させ大きな港を作った話や山一つ分の千枚田を作った話は圧巻である。ただちに目に見える成果を期待せず、コツ

コツと努力することの大切さを思い知らされる本である。 

 

 良い本は沢山ある。逆に、悪い本は存在しない。学生の皆さんには、是非、書店や図書館で実際の本を手に取って、

パラパラと立ち読みして、気にとまった本を見つけてほしい。インターネットを利用した本の検索を否定するわけで

はない。これも上手に使えば、大変有用なものである。しかし、書店や図書館をブラブラ歩いて、気に入った本や役

立つ本を見つけた時の感動を味わってほしい。ただし、本の価格は高くなったように感じる。学生の皆さんは、積極

的に図書館を利用すべきであろう。 

 本は、先輩達の貴重な経験の記録である。その経験から自分がどのように生きるかと考えることが大切である。 

 
6月の開館日のお知らせ 
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図書館開館時間 
 

□＝9：00～21：00  

■＝9：00～19：00 

■＝9：00～17：00  

■＝休館日です 



良いレポートを書くためには資料が必要です 
インターネットの発達で手軽に情報が手に入るようになった今、「資料集めなんて簡単だ」と思う人もいるか

もしれません。 

しかし、「情報が簡単に手に入る」ことと「その情報が使えるか/正しいか」は違います。むしろ、情報が容

易に手に入るからこそ、その取捨選択(情報リテラシー)が重要になってきます。 

レポートそのものについても、基本となる書き方や注意すべき点がいくつもあります。 

とはいうものの、具体的にどうすればいいのかわからないという人も多いのではないでしょうか。 

そこで 
 

 

 

6 月の展示 レポートの書き方  
～そうだ学生アドバイザーに訊いてみよう！ 

大学ならではのレポート課題は、慣れないうちはなかなかうまくいか

ないもの。何から手をつければいいのか、どう進めていけばいいのか、

何に気をつければいいのか、その悩みを今月の展示と学生アドバイザ

ーがサポートします。 

展示コーナーでは、アドバイザーおすすめのレポート・論文の書き方の

テキストをピックアップ、レポート作成のコツや心構えなど貴重なアド

バイスも紹介しています。 

 

 

レポート対策お勧め本 
『レポート・論文・  

プレゼンスキルズ 』 

石坂春秋著 くろしお出版 

開架図書(2階)  816.5//I84 

『よくわかる卒論の書き方』 

 

白井利明ほか著 ミネルヴァ書房 

開架図書(2階) 816.5//Sh81 

『世界一やさしい 

問題解決の授業』 

渡辺健介著 ダイヤモンド社 

シラバスコーナー(3階) 

141.5//W46//木内(正) 

『大学生のための「論文」執筆の手引』 高崎みどり著 秀和システム 

『ゼロからわかる大学生のためのレポート・論文の書き方』  石井 一成著 ナツメ社 

（この2冊は図書館で購入予定です） 

このほかにもレポート・論文対策の資料がアドバイザーのコメント付きで並んでいます。 

 

他の研究成果を利用するときは必ず引用ルールを守りましょう。 

文章はもちろん、図や表にも著作権は存在しています。利用の際には必ず出典の明示を。 

 

学生アドバイザーが選ぶ 



     レポート作成支援 
 
司書と学生アドバイザーがサポートします 

カウンターで皆さんをお待ちしています。テーマに沿った本・新聞・雑誌記事の探し方などを教えます。 
 

ホームページで資料の配布・リンクをしています 

城西大学大学院 経営学研究科HP掲載「修士論文要旨の書き方」、「論文執筆の技法」 
(図書館ホームページ>情報リンク集>レポート・論文作成支援) 

「修士論文の書き方」となっていますが、卒業論文や通常のレポート作成時にも参考になる内容です。 
 

短大教授・図書館運営委員 渋井二三男先生より一言アドバイス 
執筆する際は「なにをいいたいか、強調したいか」や「新規性」「斬新性」などの要点に留意しましょう。

また、論文誌、研究報告誌、ショートレターなどの執筆要綱は、投稿の際の決まりごとであると同時に論文

の構成や書式についての参考資料にもなります。 
 

 さらに6月はレポートのためのデータベース講習会を集中して実施します。(裏面へ)      

 

アドバイザー通信 

メールアドレス：libadvis@josai.ac.jp 

ホームページ：http://libopac.josai.ac.jp/apply/adviser.html 

学生アドバイザーは「学生が学生に相談できる」制度です。 

図書館1階に常駐し、学習支援を行いながらアドバイザー自身も一緒に成長していくことを目指しています。 

今月は工藤さんからのメッセージを紹介します。 

ひょっとしてあなたも！？ 

みなさん、こんにちは。学生アドバイザーの大学院経営学研究科１年の工藤です。  

新年度が始まり、早くも２か月が過ぎました。みなさんは新しい授業を受けていると思いますが、レポートや卒業論

文など、提出書類も多くなることでしょう。初めてのレポート作成だったり、レポート自体が苦手という方もいるんじ

ゃないでしょうか。そんな方はぜひ図書館を利用してください。 

一口にレポートが苦手と言っても、構成がわからないのか、調べ方がわからないのか、言葉がわからないのか

等、いろいろな理由があります。「そんな事言っても何が苦手かわからないよ…」と思うかもしれません。そんな時

こそ図書館です。本をざっとでいいので読んでみてください。そして、「あっ、これが知りたかった」「分かりやすい」

という本があったらそこで初めて借りればいいのです。 

何が苦手か分からない人は意外と多いです。けれども分からないままでは何も変わりません。気軽にパラパラと

ページをめくってみてください。全てはそこからスタートします。 
 

アドバイザー会議を行いました 
 

毎週行っているアド

バイザー会議では、今

後のアドバイザーの

活動についての意見

交換や提案について

話し合っています。 

3 階にも出張しています 
月水木金はシラバスコーナー前にも学生アドバイザ

ーが常駐しています。 

困ったことがあったら

何でも相談に来てくだ

さいね。 

 

図書館は本だけじゃない！ 



6 月は講習会でスキルアップ！ 
データベースは専門情報を手軽に、効率よく入手できる強力なツールです。信頼のおける情報源であるととも

に、使い方のコツを知っておけば、様々なシーンで活用できます。 

＜申し込み先＞ 図書館１階カウンターまたはメール：library1@josai.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロリーダーが新しくなりました 
図書館では、明治・大正・昭和の『官報』全てや、大正・昭和の経済統計資料

など、現物にはなかなか触れることができない貴重な資料を、マイクロフィル

ムやマイクロフィッシュとして所蔵しています。これらの資料を、新しくなっ

たマイクロリーダーで簡単に見られるようになりました。 

マイクロリーダーは１階カウンター脇にありますので、利用するときはカウン

ターに声をかけてください。 

 

 

就職課共催 就職対策DVD の上映会を行っています。 図書館2階視聴覚室・各日15:10より 

6/3 ～6/7 『就職活動のすべて』   6/10 ～ 6/14就職エージェント九州就勝講座』 

富士山の世界遺産登録を記念したミニ展示を 1 階で行っています。 

■5月9日 Scienceがオンラインで創刊号から最新号まで読めるようになりました。 

■5月18日 オープンキャンパスが開催され、図書館に 220人が来館しました。 

■5月22日 第１回図書館運営・選書合同委員会を開催しました。 

■5月24日 日本医学図書館協会分科会/日本薬学図書館協議会中堅職員研修会に出席しました。 

■5月30日 埼玉県大学・短期大学図書館協議会幹部会に出席しました。 

■5月31日 日本薬学図書館協議会関東地区協議会第1回協力館会議総会に出席しました。 
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卒研・実習のためのJDreamⅢ活用講座 

6/19(水)4限／清光会館302室 
 

「JDreamⅢ」は国内外の科学技術及び医学・薬学系の

文献情報が検索できます。 

 

また、フルテキストへのリンク先として国内医学文献

のデータベース「メディカルオンライン」があり、今

回はこちらについても解説します。 

科学分野の文献を扱う人は必見です。 

薬学部生のための医中誌WEB講習会 

6/26(水)4限／18号館103室 
 
国内の医学分野の文献を検索し、検索結果から文献が

読める「医中誌WEB」の講習会です。 

レポートのための新聞記事活用講座 

～日経テレコンを使おう～  

6/21(金)4限／清光会館302室 
 

新聞や雑誌の記事を読める「日経テレコン」「日経

BP 記事検索」の使い方を解説します。政治、時事問

題や企業について知りたい人にお勧めです。 


